
平成２７年６月２２日（月）～平成２７年６月２８日（日）〔第２６週〕の感染症発生状況 

第２６週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)手足口病 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は６．８５人と前週（８．２４人）より減少しましたが、例年とほぼ同じレベルで推移しています。 

手足口病の定点当たり患者報告数は６．１８人と前週（４．９１人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は４．１２人と前週（４．００人）からやや増加しましたが、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】
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今、何の病気が流行しているか！

第２６週報告数第３位

第２６週報告数第１位
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手足口病の流行発生警報を発令しました！

手足口病の患者報告数が例年より早いペースで増加しています。川崎市で

は、第26週の患者報告数が定点当たり6.18 人と警報基準値（５人）を超えた

ため、市内に流行発生警報を発令しました。 

例年のピークである7 月に向けて、患者報告数はさらに増加すると考えられま

すので、手洗いなどの予防対策を徹底してください。 

川崎市における手足口病発生状況

5歳以下が91％

平成 27年手足口病患者年齢割合

～手足口病で気をつけたいこと～

①口内炎ができると、痛みにより飲食

できなくなることがありますので、脱

水症に注意しましょう。 

②症状改善後も、１か月程度ウイルス

が便中に排泄されることがあります。

③手洗いの徹底及び便の適切な処理

が予防対策の基本です。 


